
回答欄 根拠資料・データ（提出は任意）

同時双方向型とオンデマンド型のルールおよび出欠確認の方法について教務委員会

で審議の上、遠隔授業申合せを制定した。

一部の科目では、遠隔授業で作成した動画教材を対面授業でも活用している。特に

３年生の数学の授業では、対面授業を２つの形態（黒板を使う従来方式、動画教材

を使う新方式）で実施し、学生は好きな形態で授業を受講できるようにしたとこ

ろ、学生の約８割が新方式を選択した。どちらの形態を選んだ学生も授業の満足度

もかなり高いことがわかり、また、新方式で成績向上の傾向が見られた。新方式

は、遠隔でも対面でもほぼ同じように授業ができる（ハイフレックス対応）。

回答欄 根拠資料・データ（提出は任意）

新型コロナウイルス感染症の影響により、通常とは異なる登校形態（遠隔授業等）

の期間があったことから、学生への連絡体制として、Microsoft Teamsに学生用掲

示板を構築し、学生生活全般に関する連絡を行っている。

保護者への連絡体制として、保護者向けメーリングリストを構築し、学生同様の情

報発信できる体制を整備している。

回答欄 根拠資料・データ（提出は任意）

生活指導の強化している（朝晩の体温・健康状態チェック、室内生活距離の確保、

マスクの常時着用、共用スペースの人数制限等）。

新規設備を設置している（食事スペース机上に飛沫防止用のパーティション、玄関

入口に除菌マット又は粘着マット、玄関・食堂・多目的ホール・各棟各階洗面所に

手指消毒剤を配置、男子寮各居室に飛沫防止用カーテン等）。

清掃業者による追加清掃を実施している（ドアノブ、手すりなどの除菌作業）。

回答欄 根拠資料・データ（提出は任意）

北海道における措置状況によって、課外活動の取扱いを決定しており、決定内容を

Teams学生用掲示板及び保護者向けメーリングリストで情報発信している。

回答欄
根拠資料・データ（事実がある場

合は提出してください）

３年生の数学の授業では個別最適化授業を取り入れ、学生の満足度および成績面で

効果を上げている。

5．新型コロナウイルス感染症への対応として、遠隔授業に関するFDの実施により、教育の質の向上や

授業の改善に結び付いている事実があるか確認したい。

新型コロナウイルス感染症対応についての確認事項（苫小牧工業高等専門学校）

１．新型コロナウイルス感染症に対応して、教育課程の実施、授業の方法等について、

学生の学習の質を維持するために行った取組の概要を確認したい。

２．新型コロナウイルス感染症に対応して、学生の学習及び生活の支援について行った

取組の概要を確認したい。

３．新型コロナウイルス感染症に対応して、寮における安全対応について行った

取組の概要を確認したい。

４．新型コロナウイルス感染症に対応して、学生の課外活動について行った

取組の概要を確認したい。
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